
栃
木
・樺
崎
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
七
年

（平
１９
）
七
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
足
利
市
教
育
委
員
会
文
化
課

４
　
調
査
担
当
者
　
足
立
佳
代

・
板
橋
　
稔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

樺
崎
寺
跡
は
足
利
市
街
地
の
北
東
約
四

・
五
臨
に
位
置
す
る
。
樺
崎
川
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
小
支
谷
に
入
幡
山
を
背
に
東
面
す
る
堂
宇
が
展
開
す
る
、
足
利

氏
の
氏
寺
跡

・
駒
所
跡
で
あ
る
。

源
姓
足
利
氏
二
代
目
の
足
利
義

兼
が
文
治
五
年

（
一
一
人
九
）

の
奥
州
合
戦
の
戦
勝
祈
願
の
た

め
に
創
建
し
た
と
さ
れ
、
こ
の

こ
ろ
に
最
初
の
堂
舎
が
建
立
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
樺
崎
人

幡
宮
本
殿
の
南
東
前
面
に
は
、

中
鳥
と
立
石
景
石
を
も
つ
浄
土

式
庭
園
が
営
ま
れ
た
。
発
掘
調
査
は

一
九
人
四
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、

人
幡
山
山
麓
の
堂
塔
跡
や
浄
土
式
庭
園
跡
、
僧
坊
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
二

〇
〇

一
年

一
月
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、

園
池
北
東
部
の
導
水
日
、
園
池
東
岸
、
園
池
南
西
部
の
排
水
日
の
確
認
を
行
な

っ
た
。
木
簡
は
、
園
池
北
東
部
導
水
日
付
近
の
中
世
末
頃
と
思
わ
れ
る
堆
積
層

中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔Ｗ
　
　
　
「ｒ狭
首
全
二
＋
上
二
訴
枠
順
イ
仙
血
二
鋼
畔
叩
出
腔
期
（
匹
　
　
　
　
牌∞ｏ
×
∞ｏ
×
卜
∞　
ｏω岸

上
端
は
山
形
、
下
端
は
平
坦
に
削
る
。
下
部
に
釘
痕
と
思
わ
れ
る
孔
が
あ
る
。

下
部
左
端
に
も
墨
痕
が
見
ら
れ
る
が
判
読
不
能
。
巡
礼
札
で
あ
る
。
樺
崎
寺
は

戦
国
期
以
降
次
第
に
衰
退
し
た
と
さ
れ
る
が
、
本
木
簡
か
ら
中
世
末
に
も
巡
礼

に
訪
れ
る
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
市
の
史
跡
足
利
氏
宅
跡

（毀

阿
寺
）
に
は
室
町
時
代
の
巡
礼
札
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
は

一
六
番
札
所
の

水
澤
寺
か
ら

一
七
番
札
所
の
満
願
寺

へ
の
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
、
札
所
以
外
で

も
当
時
有
名
な
霊
場
に
は
巡
礼
者
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。（板

橋
　
稔
）

(桐生及び足不U・ 栃木)




